
飛騨市・新港郷友好都市提携一周年記念事業 特
集

　
飛
騨
市
と
新
港
郷
は
、平
成
6
年
に
台
湾
の
行
政
院
文
化
建
設
委

員
会
の
日
本
視
察
団
が
偶
然
に
飛
騨
古
川
を
訪
れ
た
ご
縁
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
以
降
、
新
港
郷
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
た

新
港
文
教
基
金
会
と
飛
騨
市
観
光
協
会
、古
川
祭
保
存
会
と
の
間
で

活
発
な
民
間
交
流
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。　

　
平
成
18
年
に
は
、台
湾
の
小
学
校
４
年
生
の
国
語
の
国
定
教
科
書

に
飛
騨
古
川
の
ま
ち
づ
く
り
が
紹
介
さ
れ
、
平
成
27
年
に
は
、
台
湾

の
台
中
に
て
古
川
祭
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、現
地
で
起
し
太
鼓
や
獅

子
舞
、
子
ど
も
歌
舞
伎
を
実
演
す
る
な
ど
、
多
く
の
方
に
古
川
祭
を

知
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
交
流
が
実
を
結
び
、平
成
29
年
10
月
13
日
に
自
治
体
レ

ベ
ル
で
の
友
好
都
市
提
携
の
締
結
に
至
り
ま
し
た
。そ
の
後
、「
日
台

友
好
の
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
市
内
高
校
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」、

「
図
書
の
本
の
交
流
」な
ど
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
友
好
都
市
提
携
締
結
の
一
周
年
を
記
念
し
、
10
月

12
日（
金
）か
ら
10
月
14
日（
日
）の
３
日
間
に
わ
た
り
、台
湾
新
港
郷

の
郷
長
は
じ
め
総
勢
92
名
を
お
招
き
し
て
、飛
騨
市
・
新
港
郷
友
好

都
市
提
携
一
周
年
記
念
事
業（
同
事
業
実
行
委
員
会
池
田
孝
吉
実
行

委
員
長
）を
開
催
し
ま
し
た
。

飛騨市・新港郷友好都市提携一周年記念事業
台湾新港郷と友好の絆深める

しん かん ごう

▲友好都市提携締結式の様子（平成29年10月13日）

▶
飛
騨
古
川
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
台
湾
の

　教
科
書

２
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新
港
郷
の
皆
さ
ま
と
市
民
と
の

交
流
を
深
め
る
た
め
、
古
川
町
公

民
館
で
歓
迎
交
流
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
新
港
郷
か
ら
は
、
林
茂
盛
新
港

郷
長
や
新
港
奉
天
宮
の
何
達
煌
董

事
長
、
新
港
文
教
基
金
会
の
陳
政

鴻
董
事
長
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問

団
の
皆
さ
ま
、
市
か
ら
は
都
竹
市

長
や
池
田
実
行
委
員
長
な
ど
関
係

者
、
一
般
参
加
の
市
民
ら
あ
わ
せ

て
約
1
6
0
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
交
流
会
で
は
、
池
田
実
行
委
員

長
や
都
竹
市
長
、
林
新
港
郷
長
ら

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
新
港
郷
で
育

て
た
「
ひ
だ
ほ
ま
れ
」
と
飛
騨
産

「
ひ
だ
ほ
ま
れ
」
を
使
用
し
た
日

台
友
好
の
酒
「
朋
」
で
乾
杯
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
若
松
さ
ま
の
披
露
や

記
念
品
贈
呈
が
行
わ
れ
、
市
か
ら

は
、「
飛
騨
春
慶
」の
お
盆
を
新
港

郷
へ
贈
り
、
新
港
郷
か
ら
は
、
台

湾
で
海
を
守
る
女
神
と
し
て
信
仰

を
集
め
る
「
媽
祖
」
の
置
物
や
台

湾
の
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
交
趾

焼
（
色
絵
陶
磁
器
）」
な
ど
豪
華
な

記
念
品
が
市
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
都
竹
市
長
は
「
新
港
郷
の
方
々

に
飛
騨
市
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

知
っ
て
い
た
だ
き
、
お
互
い
が
お

互
い
の
文
化
を
知
る
中
で
さ
ら

に
友
好
の
絆
、
心
の
絆
が
深
ま
る

３
日
間
に
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
林
新
港
郷
長
は
「
新
港
郷
の
文

化
や
特
色
を
飛
騨
市
の
皆
さ
ん

に
紹
介
す
る
た
め
に
、
式
典
や
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
く
だ
さ
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。私
た

ち
も
全
力
で
新
港
郷
の
文
化
を

披
露
し
ま
す
」
と
感
謝
を
伝
え
ま

し
た
。

　
古
川
祭
保
存
会
の
協
力
の

も
と
新
港
郷
の
皆
さ
ん
に
古

川
祭
の
屋
台
や
獅
子
舞
な
ど

を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、ま
つ

り
広
場
に
お
い
て
、「
古
川
祭

屋
台
特
別
曳
き
揃
え
」が
行
わ

れ
ま
し
た
。会
場
に
訪
れ
た
新

港
郷
の
皆
さ
ん
や
立
ち
寄
っ

た
観
光
客
ら
は
、古
川
祭
さ
な

が
ら
の
曳
き
揃
え
や
闘
鶏
楽
、

か
ら
く
り
、獅
子
舞
な
ど
を
堪

能
し
ま
し
た
。

■新港郷歓迎交流会
古川町公民館

10月12日（金）

▲交流会の様子

▶
林
新
港
郷
長
へ「
飛
騨
春
慶
」の

　お
盆
を
贈
呈
す
る
都
竹
市
長

▶
屋
台
特
別
曳
き
揃
え
の
様
子

▶
陳
董
事
長
か
ら「
交
趾
焼
」を

　受
け
取
る
都
竹
市
長

■
古
川
祭
屋
台

　
　
　特
別
曳
き
揃
え

　
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
交
流
広

場
に
お
い
て
、
台
湾
友
好
屋
台
村

と
題
し
た
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し

た
。台
湾
の
グ
ル
メ
で
あ
る
小
籠

包
や
チ
マ
キ
が
販
売
さ
れ
た
ほ

■
台
湾
友
好
屋
台
村
&

　
　m
a
m
a 

m
e

　
　
　
　
　p
a
r
t
y

10月13日（土）

こ
う
ち
ゃ

ま
そ

き

と
も

り
ん
も
せ
い

か
た
つ
こ
う

ち
ん
せ
い

こ
う

３ 2018年11月号

題
ろいろい

話のちま
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テープカットを行う関係者ら

水力発電で地域活性化へ
10月11日（木）　宮川町菅沼　菅沼水力発電所

「菅沼水力発電所」竣工式

覚書を手にする岩井署長と都竹市長

犯罪ゼロのまちを目指して
10月９日（火）　市役所

飛騨警察署と防犯カメラに関する協定を締結

　市と飛騨警察署の間で防犯カメラに関する協定締結式が
９日、市役所で行われました。
　この協定は、市の取り組みとして進めている防犯カメラの
設置について、同署から設置に関する助言をいただいたり映
像データを犯罪捜索に役立てるものです。
　式では、同署の岩井靖署長と都竹市長が出席し、協定書
に調印しました。
　今年度は市役所駐車場や若宮駐車場など４カ所に計５台
の防犯カメラを設置予定で、来年度は道の駅スカイドーム神
岡など４カ所、再来年は２カ所に設置する予定です。

子どもたちに喜んでもらいたい
10月11日（木）　古川子育て支援センター

金子さんが木のおもちゃを寄付

木製キッチンセットで遊ぶ子どもたち

　木のおもちゃの贈呈式が11日、古川子育て支援センターで
行われました。
　この寄付は、古川町の大工である金子公彦さんが地元の
子どもたちにぜひ使ってほしいと手作りの木製キッチンセッ
トを市へ寄付するもので、この日は金子さんから都竹市長に
木製キッチンセットが贈呈された後、除幕が行われ利用者の
方々にお披露目しました。
　木製キッチンセットは、子どもたちが安全に遊べるように、
角を丸くする、釘を使わないなどさまざまな工夫がされてお
り、利用した子どもたちはとても楽しそうに遊んでいまし
た。

　大和ハウス工業㈱、東芝の子会社シグマパワーホール
ディングスと坂本土木㈱の3社の合弁会社ＤＴＳ飛騨市水
力発電㈱が11日、宮川町菅沼地区で建設を進めてきた「菅
沼水力発電所」が完成し竣工式が行われました。　
　この日は、関係者ら約60人が竣工式に出席し、テープ
カットや発電起動式、発電所内のお披露目などが行われま
した。
　都竹市長は「飛騨市にとって水を電気に変えることは市
民の誇りに繋がり、飛騨市の環境をこのように使えると自
信にも繋がる。水力発電は永く続く取り組み。私たちの世
代のみならず子どもや孫の世代までも維持や取り組みをし
ていきたい」とあいさつしました。

テープカットを行う橋本会長と都竹市長

障がい者の就労を支援
10月10日（水）　古川町金森町

市内で初の就労移行支援事業所が開所

　社会福祉法人吉城福祉会は10日、就労移行支援事業所
「喫茶いこいの家」の開所式を行いました。
　「喫茶いこいの家」は、一般企業などで就労を希望する
障がいのある人が一定期間、就労するための知識や能力の
向上に必要な訓練を行うことができる就労移行支援事業
所で、事業所では喫茶店で働きながら、接客などによるコ
ミュニケ―ション能力向上やマナー学習、企業実習などの
就労訓練を行います。
　この日は、現地で開所式が行われ、都竹市長、同会の橋
本正人理事長ら関係者約32人が出席し、テープカットが行
われました。
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同
日
が
友
好
都
市
提
携
の
一

周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
お

互
い
の
伝
統
文
化
を
披
露
し
、

交
流
を
更
に
深
め
る
た
め
の
式

典
を
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ク
ト
と
し

て
、
さ
く
ら
保
育
園
の
年
長
児

に
よ
る
「
獅
子
の
舞
」
の
お
遊
戯

が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
都
竹
市

長
、
林
新
港
郷
長
、
陳
新
港
文
郷

基
金
会
董
事
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
飛
騨
市
か
ら
は
、
江
戸
木
遣

り
保
存
会
に
よ
る
「
木
遣
り
」
と

飛
騨
市
消
防
団
神
岡
方
面
隊
梯

子
組
に
よ
る
「
梯
子
乗
り
」
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
港
郷
か
ら
は
、
新
港
奉
天

宮
の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
し
て
、触

れ
太
鼓「
報
馬
仔
」、楽
舞「
六
佾

舞
」、
獅
子
舞
、
道
教
の
少
年
神

「
電
音
三
太
子
」、
媽
祖
の
家
来

で
あ
る「
千
里
眼
」、「
順
風
耳
」

な
ど
色
鮮
や
か
で
見
て
い
て
と

て
も
楽
し
い
伝
統
芸
能
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
藤
橋
会
に
よ
る「
飛

騨
能
　
藤
橋
」の
上
演
や
、
本
年

８
月
に
新
港
郷
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
行
き
、
現
地
で
様
々
な
交
流

を
さ
れ
た
吉
城
高
等
学
校
・
飛

騨
神
岡
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
飛
騨
市
民
の
方
々
に
新
港
郷

の
文
化
や
飛
騨
市
と
の
交
流
の

歴
史
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
飛

騨
市
美
術
館
に
お
い
て
、
新
港

郷
・
飛
騨
市
文
化
展
覧
会
を
10

月
28
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
開
館
に
あ
た
り
、
林
新
港
郷

長
、
何
新
港
奉
天
宮
董
事
長
、
陳

新
港
文
郷
基
金
会
董
事
長
、
都
竹

市
長
、
布
俣
県
議
会
議
員
、
高
原

飛
騨
市
議
会
議
長
、
四
街
祖
媽

（
新
港
奉
天
宮
の
本
堂
に
祭
ら
れ

る
媽
祖
像
の
一
つ
で
由
緒
あ
る

神
像
）
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
開
館
を
待
っ
て
い
た
市
民

と
一
緒
に
媽
祖
が
奉
ら
れ
て
い

る
奉
天
宮
の
祭
壇
や
、
新
港
郷
の

芸
術
家
で
あ
る
金
細
工
の
呉
卿

氏
、
交
趾
焼（
色
絵
陶
磁
器
）の
陳

忠
正
氏
と
謝
東
哲
氏
、
木
彫
り
の

楊
永
在
氏
の
作
品
な
ど
71
点
の

伝
統
工
芸
品
等
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■飛騨市・新港郷友好都市提携
　一周年記念式典飛騨市文化交流センター

▲陳世憲氏による書道パフォーマンス

▲展覧会の会場▲テープカットを行う関係者ら

▲作品の説明をする呉卿氏 ▲媽祖を奉る奉天宮の祭壇

▲交趾焼の体験をする子どもたち

■
新
港
郷
・
飛
騨
市

　
　
　
　文
化
展
覧
会

か
、
新
港
郷
の
伝
統
工
芸
の
交
趾

焼
の
体
験
、
地
元
名
産
の
新
港
飴

や
お
茶
の
試
飲
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
同
会
場
で
は
、
11
時
か

ら
、
台
湾
で
有
名
な
書
道
家
の
陳

世
憲
氏
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
古
川
祭
保

存
会
の
駒
侑
記
扶
氏
の
笛
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
書
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
同
時
開
催
と
し
て
、
飛

騨
最
大
級
の
親
子
向
け
の
イ
ベ
ン

ト
「
m
a
m
a 

m
e 

p
a
r
t
y
」

が
行
わ
れ
、
多
く
の
お
客
さ
ん
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

し
が
い
そ
ま

４
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 
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友
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こ
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獅
子
の
舞
」
の
お
遊
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が
披
露
さ
れ
、
そ
の
後
、
都
竹
市

長
、
林
新
港
郷
長
、
陳
新
港
文
郷

基
金
会
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事
長
の
あ
い
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つ
の

後
、
飛
騨
市
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、
江
戸
木
遣
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る
「
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と

飛
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に
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る
「
梯
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は
、
新
港
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天

宮
の
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像
を
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て
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太
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」、楽
舞「
六
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舞
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獅
子
舞
、
道
教
の
少
年
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「
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太
子
」、
媽
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の
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来

で
あ
る「
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ど
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鮮
や
か
で
見
て
い
て
と

て
も
楽
し
い
伝
統
芸
能
が
披
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さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
藤
橋
会
に
よ
る「
飛

騨
能
　
藤
橋
」の
上
演
や
、
本
年

８
月
に
新
港
郷
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

に
行
き
、
現
地
で
様
々
な
交
流

を
さ
れ
た
吉
城
高
等
学
校
・
飛

騨
神
岡
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
新
港
郷
の
皆
さ
ま
に
飛
騨
市

の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

飛
騨
市
内
周
遊
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
で
は
、
瀬
戸
川
と
白
壁

土
蔵
街
や
酒
蔵
、
飛
騨
古
川
ま
つ

り
会
館
な
ど
を
巡
る
飛
騨
古
川

散
策
や
、
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
飛
騨
市
河
合
町
歌
舞
伎
保

存
会
に
よ
る
「
地
歌
舞
伎
」
を
観

覧
さ
れ
、
昼
食
の
後
、
神
岡
町
に

移
動
し
、
レ
ー
ル
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
の
体
験
、
江
馬
氏
館
跡
公
園

で
お
茶
体
験
、
宙
ド
ー
ム
神
岡
で

買
い
物
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
18
時
か
ら
、
八
ツ
三
館
に
て
新

港
郷
の
皆
さ
ま
と
市
関
係
者
に

よ
る
送
別
会
を
行
い
ま
し
た
。送

別
会
で
は
、
宮
川
町
の
北
振
若
連

中
に
よ
る
獅
子
舞
の
披
露
や
河

合
町
の
小
雀
獅
子
保
存
会
に
よ

る「
小
雀
獅
子
」が
披
露
さ
れ
、
大

喝
采
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
記
念
事
業
を
行
っ
た

こ
と
で
飛
騨
市
の
お
も
て
な
し

に
感
激
さ
れ
、
林
新
港
郷
長
は
、

「
今
後
は
ぜ
ひ
飛
騨
市
民
の
皆
さ

ま
に
新
港
郷
へ
お
越
し
い
た
だ

き
た
い
。飛
騨
市
ほ
ど
の
お
も
て

な
し
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
心
で
精
一
杯
お
も
て
な
し

を
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

■
ま
と
め

　
今
回
、
友
好
都
市
提
携
一
周

年
記
念
事
業
を
実
施
し
、
多
く

の
方
々
に
新
港
郷
を
知
っ
て
い

た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。
20
年
以
上
続
い
て
い
る
こ

の
縁
を
今
後
に
つ
な
げ
て
い
く

た
め
、
新
港
郷
へ
の
学
生
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
支
援
を
は
じ
め
と

し
た
市
民
間
の
交
流
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■飛騨市内周遊ツアー
市内

10月14日（日）
▲「木遣」と「梯子乗り」の披露▲六佾舞の披露

▲ガッタンゴーを楽しむ林新港郷長ら

▲小雀獅子の披露 ▲新港郷と河合町歌舞伎保存会の皆さん

▲感謝を述べる林新港郷長

■
新
港
郷
送
別
会

５ 2018年11月号


